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きかたの学習が想定されている。小単元 （二） では，（一） と同様の観点を踏まえた対話の
学習と同時に，台本につながる対話文の書きかたの学習が想定されている。小単元 （三） で
は感想文の学習が想定されている。






4-2　 小単元 （一）「作文を学校放送で聴取したこと」の展開と目標・方法 
― 聞くことの指導から書くことの指導への接続
（1）　「聞き方のけいこ」にみる目標と方法

































































































展開 : 全文通読 → 読後の話し合い → （一）の文の中でどれが一番よいかの話し合い → 
















































































































































































































































































 1） 1年上（プレプリマ）中（プリマ）下（ファーストリーダー）巻，2～6年の上下巻計 13冊
である。1947～49（昭和 22～24）年の編集期間を充て検定二年度（1949（昭和 24）年）に




















































読む  文のよいところをぬきだす ─ 黙読
作る  ラジオをきいた感想文をかく
書く  新出文字を正確に書く ─ 筆順に注意
 学習内容 ○学校放送をきいたり，放送のけいこをしたりきいたこ
とをまとめたりさせる
















































鑑賞後の 5年生による鉛筆対談（S : 篠原未都子，U : 植松健児による。文集「こみちのこ
ども」より）を紹介している。
 7） 教科書巻末「学習の手引」では，（1）～（3） は，読後感想の話し合い，内容の読解であり，「（4）
あなたがたも，このげきを放送するつもりで練習してみましょう。」とある。
 8） 教科書巻末「学習の手引」では，（1） は読解，（2）「放送局にかんけいの深いことばを本か
らさがして，ちょうめんに書きましょう。」とある。
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